Significance of Fundamental Actions on the Education of Basic Nursing Arts by 伊藤 洋子
飯田女子短期大学紀要 第16集,145-158,1999
基礎看護技術教育における基本動作の重要性
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1 群 筋肉内注射 9.46
2 群 無菌操作 8.22.














































































基本動作の構成要素 特 精 辛 空 器 知 視 感 数 不
定の習 神 準 問 械 隻 覚 覚逮動 の流暢 特運動 腕 症 器 逮 義 定也
塞 慣 の の動作逮 位 具の倭用経 皮 象 逮 さ 変鞄 看雛 術の基本動作 協応 皮 化
目 皮 戟
防A-】肉.内注射 部位の選定 (4分3分法) ●●●●●●●●●注射器の持ち方と固定の仕方 ●●●●_●●注射針の刺入角度や深さ空気 取り除き方 ●~
指示された薬液量の吸い方
無菌操作 無菌操作による手袋の装着 ●●●●●●●●●●~ガウンの着脱の仕方 ●●●●●:●相子と靖子の取り扱い方 ●ガーゼの取り出し方
滅菌包の広げ方
全 .身宿拭 体位変換と宅衣交換 ●●●ウオッシュクロスの巻き方 ●●●●●●●● ●身体各部に応じた拭き方湯の温度調節 ● ●
肌の露出の防ぎ方 ●●●






尿便挿器器入●の 便器の挿入 ●●●●●●●● ●p尿器のあて方 _●墓恥心への配慮
佳蛋 素早い行動化 ●●● ●●●水平移動 ● ●上下移動
手の添え方 . ●● ●
指の力の入れ具合 ●●●
後頭部の洗い方 ●●
用具 (ど.yチャー .ケリー パード)の使い方 ●:●●●
移■送 ベッドから車椅子への移動 ●●● ●●●ボディメカニックスの応用 ● -●輸送車
輸送車と車椅子の操作 ● ● ●
･慧歪 腕の出し入れ ●● ●振動を与えない ● ● ●● ●肌の露出部位 ●
㌔p yグ 下シ-ツ(三角コ-ナ-)の作り方 ●● ● ● ●●●●●ボディメカニックスを応用しての作業姿勢 ●上シ-ツ (広げ方)上シーツ(四角コーナー)の作り方 ●シーツの仕上げ (しわ.たるみ) ●




















































区 分 練 習
分習紘 完全分習法 A B C D D A+B+C+D
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指示 >｢盲訂 盲 粛1< 誘 因
結果の知識
｣
刺激 感覚状況 器官 知 覚 動作プラン
Lヽ 随意運動器 官(育造G) 動 作 蓋芸動作プログラム ′
茄運動感覚的フイ-ドバック
刺激 ･状況の変化
図2 動作学習の全体的なメカニズム
よく達成できるのであろうか.
そこで,感覚系と運動系の結合や協応から
なる動作学習のメカニズムについて考えてみ
たい.まず,ここでは,基本動作と構成要素
の構造化について述べる.
基本動作と構成要素を単純化して考えると
次のようになる.つまり,構成要素を一定の
順序とタイミングで系列化し,基本動作のプ
ログラムが,学習の初期に形成される.次い
で,一連の練習を重ねるうちに,いくつかの
基本動作を結合 ･協応し系列化する ｢基本動
作のプログラム｣が形成され,最終的にある
"ひとまとまり"を成した技術がかたちっく
られる.
そして,基本動作そのものは,意図的に動
かせる随意運動器官 (骨格系,腺)によって
行わわる.それら単位動作を順序よく強弱を
つけタイミングをとって組み合わせ並べつな
ぐ手順,つまり "動作プログラム"は,大脳
連合野からの情報が大脳基底核や小脳半球へ
送らゎ,最終的なプログラムが運動野に送り
込まれ,そこからの指令で実際の運動は行わ
れる10).
この動作プログラムを作るとき,筋運動感
覚や視覚･聴覚などの体性感覚が役立てられ
さらに,動作プランの修正にも用いられる.
このように技術の習得の過程において動作
的フィードバックを繰り返すことにより,学
生は自分でその技術の特徴が理解でき,効率
的になり,自然に自己のものとして行動化で
きるようになると思われる.
一つの技術が自己のものとなることが学習
の動機づけとなり,フィードバックによって
問題が明確になり,その意味や適否の手がか
りがつかめる.図2に示す.
その過程において教員が配慮することは,
①個々の学生の特徴を踏まえて,自己の持っ
ている能力に応じて個別的に指導･助言をす
ること,(診学生に学習行動を促進･改善し学
習意欲を高めるように即時的に｢～のところ
はこうしたほうがもっといい｣,累積的に
｢だいぶ上手になってきた｣などの評価的な
助言を与えることが大切であると思われる.
さらに,看護技術のように,複雑で協応動
作から成り立っている学習の場合,最初から
全体としてまとまりで練習する全習法でする
のか,それを部分に分けて練習を積み上げる
分習法とするか,技術の習得度に応じて変化
してくる.しかし,技術の習得度といっても
漠然としているので,看護技術の基本動作の
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構成要素を指標にして,その方法を検討する
こと.もできるのではないかと考える.
まとめにかえて
基礎看護技術教育において,看護技術に含
まれる学習内容を分析的にみて,それらの内
容の系統や内容面での階層化をはかって,看
護技術の教育内容を整理することや,看護技
術における学習内容の構造化をはかることな
どは,先行研究や論文で明らかになってきて
いる11-13)
しかし,看護技術の中心となる技術の内容
を分析的にみて,それぞれの｢看護技術｣の基
本動作がどのような構成要素で成り立ってい
るのか,看護技術の学習過程でどのような基
本動作が習得されているのか,さらに,基本
動作を確実に習得させるためにはどの構成要
素を強化したらいいのか.という｢教育内容 ･
方法の課題｣を明らかにしたものは少ない.
以下.本研究に取り組んだ過程で明らかに
なったことを要約する.
1.基礎看護技術の11項目の中で,最も難易
度が高い項目は筋肉内注射で,難易度の低い
項目は,食事介助であった.さらに,基礎看
護技術の項目別の難易度は,表2に示すよう
に4群に分類することができた.
2.看護技術の基本動作の技術的な構成要素
には,特定の習慣,精神運動の協応,手指 ･
腕の動作の速度,空間定位,器械 ･器具の使
用経験,知覚速度,視覚表象 感覚運動速度,
数の流暢さ,不特定な変化など10種類がある.
看護技術の基本動作には,構成要素の類似性
があることがわかった.
3.看護技術の基本動作における構成要素が
占める割合は,精神運動の協応,感覚運動速
皮,視覚表象が多く関係していることがわかっ
た.
4.基礎看護技術の難易度や看護技術の基本
動作の構成要素の類似性を考慮して.学内実
習を編成することも可能なことがわかった.
5.基礎看護技術の基本動作の習得過程では,
個々の学生により難しいと感 じるか,やさし
いと感じるかは,学生の感性や生活体験によっ
て違うことがわかった.教員は,なるべく,
技術の練習場面に立ちあい,個々の学生に対
し.個別的な指導 ･助言を即時的に,累積的
にすることが重要であることが再確認できた.
6.看護技術を習熟するための動作学習では,
ガイダンス,デモンストレーションも画一的
に考えるのではなく,基本動作のポイントを
中心に実施し,実習の内容と方法によってバ
リエーションをもたせて行うことも可能であ
ることが確認できた.
7.看護技術の学習過程では,看護や技術の
原理 ･原則をふまえた基本動作 (部分練習を
要するような動作のまとまり)を中心とした
確実な学習と,それらの組み合わせで多様な看
護技術が組み立てられることを気づかせるよう
な教育内容の組織化の必要性が課題となった.
註および文献
1)田島は,r看護教育評価の基礎と実際J
のなかで,基本動作とは ｢看護技術を習
得するために部分練習することが望まれ
る動作のまとまりとなるような看護技術
の構成要素と考える｣と規定 している.
2)田島桂子 :看護教育における看護技術教
育の再検討,看護教育,35(13),1065,
1994.
3)Fleishman且A.,& Hempel,W.E.Jr∴
Changesin factorstructure ofa
complexpsychomotortestasaflnCtion
ofpractice.Psychometriha,19,239-
252.1954.
この論文のなかの複雑な協応動作の学習
における技能学習では動作を構成する要
素を段階に応じて訓練することにより,
技能が上達するという考え方を援用した.
4)本文中の ｢指示｣という用語の解釈は,
小島の論文 ｢指示を軸とする,看護婦と
-157-
伊藤:基礎看護技術教育における基本動作の重要性
医師との業務上の関係｣を参照した.
なお,詳細については,小島通代 :｢指
示｣を軸とする,看護婦と医師との業務
上の関係,看護,46(10),32-39,1994.
5)基本動作の構成要素で使用される用語に
ついて,著者なりの解説を述べたい.
①特定の習慣とは,あることが繰り返し
Iー-行われた結果,_定着化したものである.I
②精神運動の協応とは,目的意識的な働
きによって生じる運動で,両手の協働作
業,手と足の協働作業,体全体のスムー
ズな動き,手指の効果的な動きなどがあ
る.
③手指 ･腕の動作の速度とは,物事を行
おうとして手指 ･腕を動かそうとする速
度のことである.
④空間定位とは,空間または拡ろがりを
さまざまな感覚系を通して知覚すること
で,方向,位置,大小,距離などの諸側
面が含まれる.ものへの接近,体の位置
または姿勢を能動的に定めることも含ま
れる.
⑤器械 ･器具の使用経験とは,用具の構
造と機能を知っていて,持ち方 ･動かし
方を合目的に行った経験である.
⑥知覚速度とは,知覚反応の速さ (敏捷
性)である.
(罫視覚表象とは,知覚に基づいて意識に
現れる外界の対象の像,形態覚,運動見
色覚,明暗覚などの総称である.
⑧感覚運動速度とは,刺激により感覚受
容器によって受けたとき,通常経験する
意識現象 (視覚,聴覚,触覚)が筋 ･神
経系に伝達され起こされる運動の速さで
ある.
⑨数の流暢さとは,物をある基準で分類
したり,階層的に分類したりすることで
ある.
⑬不特定な変化とは,同一条件になり得
ない状態で,技術内容によって違ってく
る.
6)分習法とは,長く系列化された動作を身
につけようとする場合,その系列をいく
つかに区切って分けて,各部分について
練習を繰り返し行い,最後に,全体を通
して練習する方法である.例えば,全体
がABCDの部分から成り立っている場
t合,累進分習法はまずA,I-B,-Cをそれ
ぞれ練習し,次にA+B+Cを練習する.
次にDを練習し,その後A+B+C+D
を練習する方法である.反復分習法はA
の練習,次にA+Bの練習,次にA+B
+Cの練習,次にA+B+C+Dの練習
をするという方法である (表4).
7)持永は,学生の身体運動機能の実態につ
いて.学生のアンケートや学生の観察を
記録し,コンピュータで解析し,手指や
足の動きと看護技術学習との関連を調査
した.
8)氏家幸子 :看護技術の科学的実証,メヂ
カルフレンド社,東京,1978.pp.175-19&
9)利き手,利き足と軸足の発達の関係や後
退する重心の位置については,平沢弥一
郎,臼井永男共著の r保健体育ニスタシ
オロジー-｣の第9章と第15章を参照と
した.
10)鬼頭昭三 :脳と運動.脳と生体統御 (仙
波純一編),放送大学教育振興会,東京,
1994,pp.115-130.
ll)田島桂子 :看護教育評価の基礎と実際,
医学書院,東京,1992,pp.69-96.
12)宮崎和子 :看護技術の卒業前学習と卒業
後体験に関する調査研究,看護教育,32
(1),19-28,1991.
13)野本百合子,舟島なをみ,杉森みど里 :
看護基礎教育課程における看護技術教育
に関する研究一臨床ケア場面における看
護技術提供の概念化をめざして-,看護
教育学研究,6(1),1-18,1997.
-158-
